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成果 に 関連し て 出版、 も し く は 印刷、 投稿中の 論文リ スト

(1) こ の プロ ジ ェ クト （ 同様の 過 去の プロ ジ ェ クト も 含む） で の 成果

今年度中に 出版さ れ た論文、 国際会 議集録、 国際会 議、 学会 、 研究会 発表、 そ の 他出版物（ 印

刷中、 投稿中の 場合は そ の 旨を記 載す る こ と ）

Tidal Disruption of Dark Matter Halos around Proto-Globular Clusters,

Takayuki R. Saitoh, Jin Koda, Takashi Okamoto, Keiichi Wada, and Asao Habe, 2006, ApJ,

640, 22

(2) こ れ ま で の プロ ジ ェ クト の 今年度中の 成果

今年度中に 出版さ れ た論文、 国際会 議集録、 国際会 議、 学会 、 研究会 発表、 そ の 他出版物（ 印

刷中、 投稿中の 場合は そ の 旨を記 載す る こ と ）

※ 評価 資料と し て 利用い たし ま す の で 、 様式・ 順序は 任意で す が 、 学術論文に つ い て は 題名、 著

者、 発行年月、 雑誌名、 巻、 ペ ー ジ が 記 載さ れ て い る こ と 。

成果 の 概 要

(必要に 応じ て ペ ー ジ を加 え て 下 さ い 。 )

本研究の 目的は 、 こ れ ま で 銀河 形成の 研究の 中で ほと ん ど 考慮さ れ て こ な か っ た 104 K 以下 の 輻

射冷却を組み込み、 銀河 進化 への 影響を調べ る こ と で あ っ た。 低温 高密度領域を数値シ ミ ュレー

シ ョ ン 上に 再現す る ため に 、 こ れ ま で 行わ れ て き た銀河 形成シ ミ ュレー シ ョ ン に 比べ 3-4桁粒子

分解 能を向上さ せ 、 ジ ー ン ズ質量で 105
M�程度の 構造ま で 分解 し た。 今回 は 特に 銀河 の 周り に

存在す る クラ ン プの 進化 に つ い て 注目し た。

コー ルド ダ ー クマ タ ー の 密度揺らぎ に 従い 、 コー ルド ダ ー クマ タ ー は 重力的に 拘束さ れ たハ ロ ー

を形成す る 。 ハ ロ ー に 含ま れ る バ リ オン は 放射冷却効果 に よ り 速や か に 中心集中し 、 コア・ ハ ロ ー

構造をも つ ハ ロ ー が 多量に 形成さ れ る 。 ハ ロ ー の 中心に 集ま っ たバ リ オン は 星形成条件を満たす

こ と で 星へを変換さ れ 、 ハ ロ ー の 中心に 星団を形成す る 。 こ の 過 程で は 104 K 以下 の 輻射冷却が

重要な 役割 を果 たし て お り 、 同じ 初期条件で 104 K 以上の 放射冷却の み考慮し たシ ミ ュレー シ ョ

ン で は ビ リ アル温 度が 104 K 下 回 る よ う な 構造 (∼ 106
M�) は 存在し な い 。 こ の よ う に 形成さ れ

たクラ ン プは 、 母銀河 に 重力的に 取り 込ま れ る と 潮汐剥ぎ 取り 効果 を受け 始め る 。 潮汐剥ぎ 取り

効果 は 主に クラ ン プの 外 縁 部に 働く ため 、 クラ ン プの ダ ー クマ タ ー が 選択的に 剥ぎ 取られ て ゆ く 。

剥ぎ 取り の 影響は 潮汐力が 最大に な る 近銀点通過 直後が も っ と も 大き い 。 こ の よ う に し て 最終的

に バ リ オン (質量:∼ 105−6
M�) か らな る クラ ン プが 銀河 ハ ロ ー 内部に 残る 。 こ れ は 現在の 球状星

団と 対応す る 可 能性が あ る 。


